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体験懐徳堂CD-ROMの制作と
懐徳堂モニターの取り組み
湯浅邦弘
懐徳堂の魅力を電子媒体を活用して伝えたい。そうした思いで、この数年、慎徳堂の電子
情報化に努めてきた。平成15年度には、西村天囚『懐徳堂考』の全頁を電子化した「電子懐
徳堂考JCD-ROM版を制作し、また平成16年度初頭には、懐徳堂研究の総合サイト rw
EB慎徳堂J(http://kaitokudo.jp/)の公開を果たした。
ただ、とれらはいずれも研究用ツールとして制作・公開されたものであり、高校生や大学
生にはややハードルが高いとの印象も得ていた。
そこで、平成16年度の課題として取り組んだのが、より楽しく、より分かりやすく、懐徳
堂を「体験Jしてもらうためのツール作りである。基本的なコンセプトは、閲覧者が架空の
慎徳堂の中をバーチャルツアーするというものである。
本稿では、その概要について紹介し、また、これと連動した懐徳堂モニターの取り組みに
ついても言及しておきたい。
1 .体験慎徳堂の構成
" .. ‘肺野4帥・・・・..帽・闘訓酔・冊舗帽抑制.
体験懐徳堂トップページ
企画段階で構想したのは、現在 f懐徳掌Jえ.
庫Jが収販されている大阪大学附属図書館新
館の貴重図書室をそのままバーチャル化する
こ左であった。このバーチャル書産内を閲覧
者がツアーしながら懐徳堂を体験するという
構想、である。ただ、これは、貴重図書室内の
文庫整理が現在進行中であり、実際の文庫と
ノ〈ーチャル書庫との聞に将来大きな違いが生
ずる可能性があったため、断念した。
そこで次に構想したのは、まったくのバーチヤノレな慎億堂である。架空の「研究室Jr歴史
資料室Jr教授室jなどを設置して、その中に現実の貴重資料などを配置しながら、慎徳堂の
魅力を分かりやすく説明していくというものである。
軒余曲折はあったが、最終的に到達したのは、次のような部屋の構成である。
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『バーチャルツアーデスクJ
この CD-ROM のガイド役を務める部屋である。「体験懐徳堂J は、以下の 7つのステー
ジ(部屋)によって構成されている。どのステージからも、懐徳堂を楽しく体験できるよう
配慮、しているが、懐徳堂そのもの、あるいはパソコン操作に習熟していない閲覧者を想定し
て、「バーチャルツアーJ として、体験モデルを、「入門コースJ r基礎コースJ r学習コー
スJ r研究コースJ の4 つのコースに分けて紹介した。
「歴史資料室J
懐徳堂の誕生から現在に至るまでの歴史、懐徳堂の貴重資料を収めた懐徳堂文庫の成立や
現状を、年表・解説・写真・地図などによって紹介する。内容は、「懐徳堂の歴史・関係地
図J r慎徳堂年表J r懐徳堂文庫の歴史J r懐徳堂文庫年表J からなる。最も基礎的な情報を得
ることのできるステージである。
f閲覧室J
アニメーション f懐徳堂物語J によって、懐徳堂誕生のようすを紹介する。この CD-R
OM 内では唯一の動画・音声コンテンツであり、計6分30 秒の内容である。
「研究室J
懐徳堂の基本的な精神、関係人物、時代背景などについて、興味深いエピソードをまじえ
ながら紹介する。内容は、(1) r懐徳堂の精神J、(2) r懐抱堂の人々 J、(3) r慎徳堂の時
代j に三分類し、さらに、(1)の「懐徳堂の精神」では、「懐徳」の由来、学問の目的、武
士と町人の関係、寄宿生のカリキュラム、懐徳堂の大きさ、開講時間と木司令などの小項目
によって構成した。 (2) の「懐徳堂の人々 J では、懐徳堂の著名人とそれにまつわるエピソ
ードを紹介することとし、中井竹山と関羽将軍、扶桑と日本と中井竹山、中井履軒のこぶ、
森鴎外と懐徳堂、文章の天才一中井蕉園、大塩平八郎と懐徳堂などの小項目によって構成し
た。 (3) の「懐徳堂の時代J では、懐徳堂の歴史にまつわるエピソードを紹介することとし、
懐徳堂と火災、外国事情、ロシア軍艦と懐徳堂、評判記に記された懐徳堂、閉校後の懐徳堂
などによって構成した。
『教授室J
懐徳堂の歴代学主(学長兼教授)について解説した。初代学主・三宅石庵を初めとして、
中井聾庵、三宅春楼、中井竹山、中井履軒、中井碩果、並河寒泉の 7 人の主要人物を通して
懐徳堂の特色を知ることができょう配慮した。
f図書室j
大阪大学 f懐徳堂文庫J の現況、資料分類について解説する。「文庫資料の総合調査と移
転J r資料分類解説J r懐徳堂文庫電子図書目録J の三部によって構成する。この内、「文庫資
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料の総合調査と移転」では、現在の大阪大学附属図書館貴重凶書室内部の配架状況を平面図
で確認することができる。「資料分類解説Jでは、「経Jr史Jr子Jr集j という漢籍独特の分
類方法と各々の概要について解説する。また、パソコン端末がインターネットに接続してあ
れば、ことから「懐徳堂文庫電子図書目録」にアクセスできる。
「情報室J
懐徳堂に関するさまざまな情報を提供する「参考URLJ と I関係書籍j を紹介する。近
年、懐徳堂に関するHPが増加し、それらを横断的に説明する、あるいは集約するサイトの
必要性を感じている。そうした試みの一つがこの情報室である。
I印刷室J
「体験懐徳堂j の締めくくりとして、閲覧者へのサービスを提供する項目である。「体験懐
徳堂CD-ROMJオリジナルのステッカーとメモ用紙のデータをダウンロードすることが
できる。
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図書室 図書室にリンクするWEB懐徳堂
なお、本CD-ROMの動作環境など技術的な問題については、「バーチャルツアーデス
クjの項に「操作説明・注意事項など」として次のような注記を添えた。
〈動作環境)
ディスクを、動作環境を満たすノfソコンのCD-ROMドライブにセッ卜してください。プログ
ラムが自動的に再生します。自動的にスタートしない時にはディスク内のindex.htmlをイン
ターネットエクスプローラーアイコンにドラッグして再生させ亡ください。
(Windows) 
05: Windows 98/Me/2000/XP 
CPU: 剛 X166阻 z以上
メモリ 64MB以上を推奨
モニタ解像度 SVGA(1677万色)以上を推奨
ブラウザ InternetExplorer 5.5以上
*本コンテンツを再生するには最新の Flashプレーヤーが必要です。
*一部機器によっては上記条件を満たしても正常に再生できない場合があります。
〈インターネット)
インターネットに接続していれば、参考URLから懐徳堂関係のサイトへ移動することが
できます。特に、懐徳堂研究の総合サイト rWEB懐徳堂Jは是非ご覧下さい。
〈プリンタ〉
プリンクに接続していれば、各ステージの内容を印刷することができます。また、「印刷室J
には、「体験懐徳堂Jオリジナルのステッカーとメモ用紙のデータを用意しました。まずデー
タをパソコンにダウンロードし、目的に応じた用紙にプリンタ出力してお使い下さい。ただ
し、他のサイトや著作物に掲載される場合には、必ず許可申請をして下さい。
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【懐徳堂モニター応募用紙】(懐徳堂記念会HPよりダウンロード)
[r明白叫~
憧徳堂に閲する資料や事業について、皆さんのご意見・ご感想をお寄せください。
モニターに応聾された万|ζは、関係貰料を寄置します。下記の申込み帽に必要事項をご記入のよ、
FAXまたは郵便でお送りください。折D返し、関係貰料と回答用のフ才一ムをお送Dいたしますe
i 下置のモ=タ一対象について、腎値・愈見・思想定Eどを、のちほど怠送りする・方遺 1
」一一一一一一一一j回答用のフ才一ムに記入してください。 ? ?
4砂掃車 1. r体脂憧謹盆j (CD-ROM膳)
(懐徳立の歴史、主な人物、現存する買量資料などについて、
画像や音声も交えて議しく「体厳IできるCD-ROM)
2. r置子信佳堂寄J (CD-ROM腫〕
(懐徳隼研究の塁本文献である西村天囚 (1こしむ5てんしゅう)
『懐億堂司書jのCD-RQM版)
3.慣寵盤J(ンフレット
(懐徳筆記念会や大阪大学支学部懐徳掌センターの紹介パンフレッ卜)
4.WEBI眠竃盆 http://kl'lttokudロ.]p/
(慣徳堂研究と事黛の総合サイト)
5.懐健主記念会i1iームページ http://www.eianet.ne.jprkeitoku/indsx.htmt 
B憶健盆センターホームページ http://www.tet.osak白-u.ac.Jp/kaltoku-cl 
決モ三タ-1<:主主コてい々がい{t;Jヲ iごま、上i;~Ø内(J) \ 町3ぞ会 υ t.tj'~ま<r.' 
!紳込周切| 平底16年齢の申込・側、平成?フ引 綿 密です。
一--一一守 F 一一一一」
一一←一「慎徳堂」モニター申込み
平.Ea16.年度「懐徳堂jモヱターに応募します。
(フリガナ)
お名前 年齢
と礎策(ご勤務先
または字綬名など)、
T 
ご住所
お電話 FAX 
a-mailアドレス
[ …合…相50 (I;t)~臨時間一一
l …合干…2豊中市待策山田1・5 大阪大学文学部内
(財)慣習E輩記念会事由局 fg僅量モ=ター』係
*この申込みにle蔵していただいた個人情報は、 f懐徳堂jモニターにのみ使用するものです。
申込み先
( http://www.aianet.ne.jp/~kaitoku/images/monitor.pdf ) 
?
2. 懐徳堂モニターの取り組み
インターネットやCD-ROM といった電子媒体を活用して、情報を迅速かっ広範囲に提
供することができるようになった。しかし一方では、情報の発信者と受信者の聞に意思の疎
通を欠き、受信者からの身勝手な情報提供に終わってしまう恐れもある。こうした一方通行
の弊害を克服するためには、受信者・閲覧者側の声が発信者側に届くような工夫が必要であ
る。
そこで、この体験懐徳堂CD-ROM を初めとする懐徳堂デジタルコンテンツについて、
広く受信者・閲覧者の意見・感想を寄せていただくモニター制度を開始することとした。
具体的には、大阪大学大学院文学研究科と(財)懐徳堂記念会とが協力し、様々な機会に
モニターを公募するとともに、懐徳堂記念会H P に応募用紙 (PDF ファイル)をダウンロ
ードできるよう配慮した。
応募用紙は前頁の通りである。平成16 年度の受付はすでに終了しているが、引き続き、平
成17 年度も公募しているので、この応募用紙を利用して応募していただければ幸いである。
なお、平成15 年度に試行したモニターの結果については、本誌所収「懐徳堂モニターの試
行j をご覧いただきたい。
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